
(57)【要約】

【課題】　装飾性に富んで高級感の現れた時計用の装飾

性表示板を提供する。

【解決手段】　光透過性の有する琥珀や貴石などからな

る装飾基体層３２と、金箔、銀箔、貝、ラメ、マニキュ

ア、ホログラムなどの飾り部材を用いた飾り部材層３３

と、樹脂やガラス、金属などからなる表示基板層３１と

を積層して装飾性表示板３０を構成する。また、装飾基

体層３２は上面３２ａを緩やかな球面状、下面３２ｂは

平坦面状にして鏡面に仕上げ、外周部３２ｃは曲面状に

仕上げる。また、表示基板層３１の下面には白色樹脂膜

や白色系金属膜などによる裏打ち反射膜３７を設ける。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
時 計 用 の 表 示 板 で あ っ て 、 該 表 示 板 は 、 光 透 過 性 の 装 飾 樹 脂 ま た は 光 透 過 性 の 貴 石 か ら な
る 装 飾 基 体 層 と 、 該 装 飾 基 体 層 の 下 面 に 設 け ら れ た 飾 り 部 材 層 と 、 該 飾 り 部 材 層 の 下 面 に
設 け ら れ た 表 示 基 板 層 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 各 層 は 接 着 樹 脂 で 一 体 化 さ れ 、 前 記 装 飾 基 体
層 の 少 な く と も 一 面 が 鏡 面 仕 上 げ と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 装 飾 樹 脂 か ら な る 装 飾 基 体 層 は 、 琥 珀 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装
飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 貴 石 か ら な る 装 飾 基 体 層 は 、 サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー の 中 の 少 な く と
も １ つ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 装 飾 基 体 層 は 、 緩 や か な 球 面 状 に 仕 上 げ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 装 飾 基 体 層 の 外 周 部 は 、 曲 面 状 に 仕 上 げ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 装 飾 基 体 層 の 表 面 は 、 平 蒔 絵 模 様 、 高 蒔 絵 模 様 ま た は 研 出 蒔 絵 模 様 な ど の 模 様 が 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 飾 り 部 材 層 は 、 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 の 中
の 少 な く と も １ つ の 飾 り 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 飾 り 部 材 層 は 、 前 記 接 着 樹 脂 と 前 記 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム
な ど の 飾 り 部 材 の 中 の 少 な く と も １ つ の 飾 り 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 接 着 樹 脂 は 、 う る し で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 飾 性
表 示 板 。 　
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 表 示 基 板 層 は 、 樹 脂 （ プ ラ ス チ ッ ク ） 、 ガ ラ ス ま た は 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 樹 脂 （ プ ラ ス チ ッ ク ） か ら な る 表 示 基 板 層 は 、 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 、 ポ リ イ
ミ ド 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 の 中 の １
つ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 表 示 基 板 層 は 、 下 面 に 裏 打 ち 反 射 膜 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 １
０ 、 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 裏 打 ち 反 射 膜 は 、 白 色 樹 脂 膜 ま た は 白 色 系 金 属 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２
に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 裏 打 ち 反 射 膜 は 、 透 過 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 装
飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 金 属 か ら な る 表 示 基 板 層 は 、 黄 銅 、 洋 白 、 リ ン 青 銅 、 銅 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル の 中 の
１ つ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 表 示 基 板 層 は 、 樹 脂 （ プ ラ ス チ ッ ク ） ま た は ガ ラ ス か ら な り 、 ソ ー ラ ー 時 計 用 ま た は
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 時 計 用 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 。
【 請 求 項 １ ７ 】
装 飾 樹 脂 や 貴 石 な ど の 装 飾 性 を 有 し た 表 示 板 を 用 い た 携 帯 時 計 で あ っ て 、 前 記 請 求 項 １ 乃
至 １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 を 用 い て 、 高 級 感 を 有 す る 琥 珀 や 貴 石 な ど の
装 飾 基 体 に 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 か ら 得 ら れ る
飾 り 模 様 を 出 現 さ せ て 装 飾 性 と 高 級 感 を 高 め た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 時 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 装 飾 性 に 優 れ た 装 飾 性 表 示 板 及 び そ れ を 用 い た 携 帯 時 計 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 時 計 の 表 示 板 に 装 飾 性 と 高 級 感 を 持 た せ る 方 法 と し て 、 素 材 自 体 が 高 価 な 貴
石 や セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 装 飾 部 材 を 表 示 板 に 使 用 す る 方 法 が 多 く 取 ら れ て い る 。 貴 石 や セ
ラ ミ ッ ク ス な ど を 表 示 板 に 用 い た 技 術 の 一 つ に 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 を 見
る こ と が で き る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 表 示 板 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 貴 石 や セ ラ ミ ッ
ク ス を 文 字 板 形 状 に 加 工 し て フ ェ イ ス ダ イ ア ル １ を 形 成 し 、 そ の 表 面 に 、 貴 石 、 セ ラ ミ ッ
ク ス 等 で 作 ら れ た 指 標 ２ を 無 機 質 イ ン キ ３ を 介 し て 加 熱 圧 着 し 、 こ れ を 、 モ ジ ュ ー ル に 固
定 す る た め の 足 を 溶 接 し た 金 属 ベ ー ス ダ イ ヤ ル ５ の 表 面 に パ ッ キ ン ４ ま た は 接 着 剤 を 介 し
て 固 定 し て 時 計 用 文 字 板 と し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 時 計 の 表 示 板 に 装 飾 性 と 高 級 感 を 持 た せ た も の と し て 、 下 記 の 特 許 文 献 ２ に 開 示
さ れ た 技 術 を 見 る こ と が で き る 。 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 表 示 板 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に
、 金 属 か ら な る 文 字 板 基 板 １ １ の 表 面 に 樹 脂 （ ａ ） １ ２ と 、 そ の 表 面 に 金 箔 １ ３ と 、 そ の
表 面 に 樹 脂 （ ｂ ） １ ４ と を 積 層 （ ３ 層 ） さ せ 、 そ の 後 に 加 熱 冷 却 処 理 す る こ と に よ り 、 樹
脂 と 金 箔 と の 熱 膨 張 差 に よ り 金 箔 に ひ び ま た は 亀 裂 を 入 れ 、 こ の ひ び ま た は 亀 裂 を 模 様 に
し て 高 級 感 と 装 飾 性 等 を 持 っ た 時 計 用 文 字 板 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ８ － １ ４ ５ ５ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ０ ４ － １ ５ ０ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 時 計 用 文 字 板 は 、 フ ェ イ ス ダ イ ア ル 及 び そ
の 表 面 に 固 着 さ れ た 指 標 が 貴 石 や セ ラ ミ ッ ク ス か ら で き て い る の で 高 級 感 は 得 ら れ る が 、
そ の 素 材 固 有 の 色 、 模 様 等 に 限 定 さ れ る た め 、 デ ザ イ ン 変 化 に 乏 し く 、 冷 た い 感 じ の 表 現
し か で き な い 。 そ の 上 、 フ ェ イ ス ダ イ ア ル に 指 標 を 固 定 す る た め 使 用 さ れ る 無 機 質 イ ン キ
の 乾 燥 温 度 が 、 ５ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ℃ と 非 常 に 高 く 、 フ ェ イ ス ダ イ ア ル 及 び 指 標 に 使 用 で き る
素 材 に 制 約 が あ る ば か り か 、 作 業 性 が 極 め て 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 時 計 用 文 字 板 は 、 金 属 か ら な る 文 字 板 基 板 表 面 に 樹
脂 層 と ひ び ま た は 亀 裂 を 模 様 と し た 金 箔 か ら な っ て い る が 、 一 般 の 塗 装 ま た は 印 刷 で 使 用
さ れ て い る 樹 脂 で あ る の で 、 今 一 高 級 感 に 欠 け て い た 。 ま た 、 こ の 樹 脂 を 硬 化 さ せ る と 共
に 金 箔 に ひ び ま た は 亀 裂 の 模 様 を 設 け る た め 、 約 １ ２ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 高 い 温 度 を 掛 け な け
れ ば な ら ず 、 樹 脂 に よ っ て 熱 に よ る 変 色 が 起 こ る も の も あ り 、 樹 脂 の 種 類 の 制 約 や 、 温 度
管 理 等 が 厳 し く 要 求 さ れ る こ と が 考 え ら れ 、 作 業 性 が 悪 い も の で あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 し 、 高 級 感 が あ り 、 装 飾 性 に 富 み 、 そ の 上 、 自 由 に デ ザ イ
ン 変 化 を 持 た せ る こ と の で き る 装 飾 性 表 示 板 、 及 び そ れ を 用 い た 携 帯 時 計 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特
徴 は 、 時 計 用 の 表 示 板 で あ っ て 、 該 表 示 板 は 、 光 透 過 性 の 装 飾 樹 脂 ま た は 光 透 過 性 の 貴 石
か ら な る 装 飾 基 体 層 と 、 該 装 飾 基 体 層 の 下 面 に 設 け ら れ た 飾 り 部 材 層 と 、 該 飾 り 部 材 層 の
下 面 に 設 け ら れ た 表 示 基 板 層 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 各 層 は 接 着 樹 脂 で 一 体 化 さ れ 、 前 記 装
飾 基 体 層 の 少 な く と も 一 面 が 鏡 面 仕 上 げ と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 装 飾 樹 脂 か ら な る 装 飾 基
体 層 は 、 琥 珀 か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 貴 石 か ら な る 装 飾 基 体 層
は 、 サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー の 中 の 少 な く と も １ つ か ら な る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 装 飾 基 体 層 は 、 緩 や か な
球 面 状 に 仕 上 げ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 装 飾 基 体 層 の 外 周 部 は 、
曲 面 状 に 仕 上 げ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 装 飾 基 体 層 の 表 面 は 、 平
蒔 絵 模 様 、 高 蒔 絵 模 様 ま た は 研 出 蒔 絵 模 様 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 飾 り 部 材 層 は 、 金 箔 、 銀
箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 の 中 の 少 な く と も １ つ の 飾 り 部 材
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 飾 り 部 材 層 は 、 前 記 接 着
樹 脂 と 前 記 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 の 中 の 少 な く
と も １ つ の 飾 り 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 接 着 樹 脂 は 、 う る し で あ
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 表 示 基 板 層 は 、 樹 脂 （
プ ラ ス チ ッ ク ） 、 ガ ラ ス ま た は 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 樹 脂 （ プ ラ ス チ ッ ク ）
か ら な る 表 示 基 板 層 は 、 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹
脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 の 中 の １ つ か ら な る こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 表 示 基 板 層 は 、 下 面 に
裏 打 ち 反 射 膜 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 裏 打 ち 反 射 膜 は 、 白 色
樹 脂 膜 ま た は 白 色 系 金 属 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 裏 打 ち 反 射 膜 は 、 透 過
性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 金 属 か ら な る 表 示 基 板
層 は 、 黄 銅 、 洋 白 、 リ ン 青 銅 、 銅 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル の 中 の １ つ か ら な る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 飾 性 表 示 板 の 特 徴 は 、 前 記 表 示 基 板 層 は 、 樹 脂 （
プ ラ ス チ ッ ク ） ま た は ガ ラ ス か ら な り 、 ソ ー ラ ー 時 計 用 ま た は エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス
時 計 用 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 携 帯 時 計 の 特 徴 は 、 装 飾 樹 脂 や 貴 石 な ど の 装 飾 性 を
有 し た 表 示 板 を 用 い た 携 帯 時 計 で あ っ て 、 前 記 の 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 装 飾 性 表 示 板 を 用 い て 、 高 級 感 を 有 す る 琥 珀 や 貴 石 な ど の 装 飾 基 板 に 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、
ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 か ら 得 ら れ る 飾 り 模 様 を 出 現 さ せ て 装 飾 性
と 高 級 感 を 高 め た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 発 明 の 効 果 と し て 、 光 透 過 性 の 装 飾 樹 脂 や 貴 石 な ど の 装 飾 基 体 層 の 下 面 に 飾 り 部 材 層 を
設 け た 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 装 飾 基 体 層 の 装 飾 の 中 に 飾 り 部 材 層 の 装 飾 が 重 な り 、 混
じ り 合 っ て 見 え て く る 。 即 ち 、 装 飾 性 に 富 ん で 高 級 感 を 感 じ さ せ る 装 飾 樹 脂 や 貴 石 の 独 特
の 色 彩 の 中 に 飾 り 部 材 層 に よ る 飾 り 色 彩 や 模 様 が 現 れ て 見 え て く る 。 こ れ に よ り 、 表 示 板
の 装 飾 性 が 更 に 高 め ら れ る 効 果 を 生 む 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 の 少 な く と も 一 面 が 鏡 面 に 仕 上
げ ら れ て い る と 、 装 飾 基 体 層 で あ る 装 飾 樹 脂 や 貴 石 に 光 沢 の あ る 独 特 の 色 彩 が 現 れ 、 ま た
、 飾 り 部 材 層 の 飾 り 模 様 が 綺 麗 に 見 え る よ う に な る 。 そ し て 、 光 輝 感 や 高 級 感 を 高 め る 効
果 を 生 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 装 飾 樹 脂 か ら な る 装 飾 基 体 層 に 琥 珀 を 用 い る 。 ま た 、 貴 石 か ら な る 装 飾 基 体 層
に サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー な ど の 貴 石 を 用 い る 。 こ れ ら の も の は そ れ ぞ れ
独 特 の 色 調 と 色 彩 を 持 っ て お り 、 装 飾 性 が 高 く 高 級 感 を 感 じ さ せ る 。 ま た 、 こ れ ら の も の
は 加 工 が 容 易 で あ る こ と か ら 時 計 用 の 表 示 板 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 琥 珀 や サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー な ど の 装 飾 基 体 層 の 表 面 を 緩 や か
な 球 面 形 状 に 、 ま た 、 外 周 部 を 曲 面 形 状 に 仕 上 げ る こ と に よ り 、 丸 味 が 有 っ て 滑 ら か さ を
持 っ た 宝 石 調 の 感 覚 が 得 ら れ る よ う に な り 、 高 級 感 を 一 層 高 め る 効 果 を 生 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に ま た 、 こ の よ う な 装 飾 基 体 層 の 表 面 に 、 う る し と 金 粉 な ど を 用 い て 平 蒔 絵 模 様 な ど
を 設 け る こ と に よ っ て 伝 統 工 芸 的 な 装 飾 に 仕 立 て る こ と が で き る 。 宝 石 調 と 貴 金 属 調 と が
混 ざ り 合 っ て 装 飾 性 が 一 段 と 高 め ら れ る 。 こ れ は 、 平 蒔 絵 模 様 に 限 ら ず 高 蒔 絵 模 様 や 研 出
蒔 絵 模 様 な ど の 模 様 を 設 け て も 同 様 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 飾 り 部 材 層 に は 、 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 飾 り 部 材 を 用
い る 。 こ れ ら の 飾 り 部 材 と 接 着 樹 脂 と で 飾 り 部 材 層 構 成 す る こ と に よ り 、 金 箔 や 銀 箔 を 用
い た 場 合 は 装 飾 基 体 層 の 装 飾 色 彩 の 中 に 金 色 や 銀 色 の 貴 金 属 色 が 輝 き を も っ て 現 れ る 。 ま
た 、 貝 を 用 い た 場 合 は 貝 独 特 の 光 輝 色 彩 が 現 れ る 。 ま た 、 ラ メ を 用 い た 場 合 は キ ラ キ ラ と
し た 金 色 、 銀 色 色 調 の 輝 き が 得 ら れ る 。 マ ニ キ ュ ア は 各 種 の 色 彩 を 持 っ た 種 類 の も の が あ
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り 、 色 々 な カ ラ ー 模 様 や 光 輝 模 様 を 出 現 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ホ ロ グ ラ ム を 用 い た
場 合 は ３ 次 元 像 や 見 る 方 向 に よ っ て は 異 な っ た 模 様 な ど が 見 え る よ う に な る 。 こ の よ う に
、 飾 り 部 材 層 は 選 択 す る 飾 り 部 材 に よ っ て そ の 部 材 独 特 の 色 彩 模 様 を 出 現 さ せ る こ と が で
き る 。 そ し て 、 琥 珀 や サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー な ど の 装 飾 基 体 層 の 単 一 的
色 彩 の 上 に 飾 り 部 材 層 の 色 彩 模 様 を 加 え て 装 飾 性 を 高 め る 効 果 を な す 。 ま た 、 部 材 の 選 択
に よ り 装 飾 の バ リ エ ー シ ョ ン を 格 段 と 増 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 接 着 樹 脂 に う る し を 用 い て 、 う る し に 金 箔 、 銀 箔 、 貝 な ど を 貼 付 け て 研 出 し な ど
を 施 し て 飾 り 部 材 層 を 形 成 す る こ と に よ り 、 伝 統 芸 術 的 な 深 み の あ る 模 様 な ど が 出 現 で き
、 装 飾 性 豊 か で 高 級 感 の す る 飾 り 部 材 層 に 仕 立 て 上 げ る こ と が で き る 。 そ の 上 、 し っ と り
と 落 ち 着 き が あ っ て 、 し か も 光 輝 感 と 貴 金 属 感 が 現 れ て 美 し い 装 飾 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 表 示 基 板 層 は 樹 脂 、 ガ ラ ス 、 金 属 な ど で 形 成 す る 。 樹 脂 、 ガ ラ ス は 透 過 性 を 持 た
せ る こ と が で き る の で ソ ー ラ 時 計 用 や エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 時 計 用 の 表 示 板 に 適 用 す
る こ と が で き る 。 特 に 、 樹 脂 を 用 い た 場 合 は 材 料 費 も 安 く て 量 産 性 も あ り 、 色 々 な 形 状 に
形 成 で き る メ リ ッ ト が 得 ら れ る 。 ま た 、 樹 脂 は 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド
樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 が 好 適 に 選 ば
れ る 。 こ れ ら の 樹 脂 は 耐 熱 性 、 耐 湿 性 、 耐 光 性 、 耐 衝 撃 性 、 耐 薬 品 性 な ど に 強 い こ と か ら
表 示 板 の 寿 命 を 非 常 に 長 く 持 た せ る こ と が で き る 。 ま た 、 金 属 は 材 料 費 も 安 く て 量 産 性 が
あ り 、 色 々 な 形 状 に 形 成 す る こ と が で き 、 ま た 、 色 々 な 表 面 処 理 を 施 す こ と が で き る メ リ
ッ ト が あ る 。 用 い る 金 属 と し て は 黄 銅 、 洋 白 、 リ ン 青 銅 、 銅 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル が 好 適
に 選 択 で き る 。 黄 銅 、 洋 白 、 リ ン 青 銅 、 銅 な ど は 加 工 が し 易 い こ と か ら 所 望 の 表 示 板 形 状
が 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル は 耐 蝕 性 に 強 い 。 ま た 、 電 鋳 法 に
よ り 表 面 に 模 様 の 入 っ た 表 示 基 板 を 作 り 、 こ れ を 表 示 基 板 層 と し て 使 用 し て も 良 い 。 こ の
表 示 基 板 の 材 料 は 銅 、 ニ ッ ケ ル な ど か ら で き て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 表 示 基 板 層 に 樹 脂 や ガ ラ ス を 用 い た 場 合 は 、 下 面 に 裏 打 ち 反 射 膜 を 設 け る こ と に よ り 、
裏 打 ち 反 射 膜 に よ る 反 射 光 で 飾 り 部 材 層 の 飾 り 色 彩 や 模 様 を 引 き 立 た せ る こ と が で き る 。
裏 打 ち 反 射 膜 は 白 色 色 調 を 選 択 す る の が 好 ま し い 。 白 色 色 調 を 選 択 す る と コ ン ト ラ ス ト が
高 め ら れ て 飾 り 部 材 層 の 色 彩 が は っ き り と 目 立 っ て 視 認 さ れ る よ う に な る 。 ま た 、 白 色 色
調 と し て は 、 白 色 樹 脂 膜 や 白 色 系 金 属 膜 な ど を 用 い る の が 良 く 、 散 乱 し た 反 射 光 で も っ て
飾 り 部 材 層 の 飾 り 色 彩 や 模 様 が 明 る く 鮮 や か に 現 れ て く る 。 ま た 、 裏 打 ち 反 射 膜 は 透 明 な
樹 脂 や ガ ラ ス か ら な る 表 示 基 板 層 の 下 面 に 設 け て い る こ と か ら 、 飾 り 部 材 層 と 裏 打 ち 反 射
層 と の 間 に 透 明 層 が 生 ま れ 、 こ れ に よ り 、 飾 り 部 材 層 の 色 彩 や 模 様 な ど に 立 体 感 が 生 ま れ
て く る 。 ま た 、 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 に 透 過 性 を 持 た せ る こ と に よ り 、 ソ ー ラ ー セ ル 付 時 計 や
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 付 時 計 に も 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 以 上 述 べ た 効 果 の 現 れ る 装 飾 性 表 示 板 を 携 帯 時 計 の 表 示 板 と し て 用 い る こ と に
よ り 、 携 帯 時 計 の 装 飾 性 が 非 常 に 高 め ら れ て 高 級 感 を 増 す 効 果 を 生 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図
１ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 時 計 の 要 部 断 面 図 を 示 し て お り 、 図 ２ は 図 １ に お け る 装
飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に お け る Ａ 部 の 拡 大 平 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ よ り 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 時 計 ２ ０ は 、 ケ ー ス ２ １ 内 に 中 枠 ２ ７ を 介 し て
時 計 用 の 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ 、 ム ー ブ メ ン ト ２ ８ 、 ム ー ブ メ ン ト ２ ８ 上 に 一 体 的 に 設 け ら れ
た ソ ー ラ ー セ ル ２ ９ を 配 設 し て い る 。 ム ー ブ メ ン ト ２ ８ に は 指 針 軸 が 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ の
上 面 側 ま で 突 き 出 し て お り 、 そ の 先 端 に 長 針 、 短 針 な ど の 指 針 ２ ４ を 取 付 け て い る 。 そ し
て 、 そ れ ら を 覆 う よ う に し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ を ケ ー ス ２ １ に 固 定 し て い る 。 ま た 、 裏 面
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側 に は 裏 蓋 ２ ６ を 固 定 し て い る 。 ま た 、 図 示 は し て い な い が 、 ケ ー ス ２ １ の 嵌 又 部 分 に バ
ン ド を 取 付 け 、 ケ ー ス ２ １ の 側 面 側 に は リ ュ ー ズ を 取 付 け て い る 。 こ こ で 、 装 飾 性 表 示 板
３ ０ は 本 発 明 の 装 飾 性 表 示 板 の 仕 様 に な っ て お り 、 携 帯 時 計 ２ ０ は 本 発 明 の 装 飾 性 表 示 板
３ ０ を 用 い た 携 帯 時 計 に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 携 帯 時 計 ２ ０ は ソ ー ラ ー セ ル を 用 い た 携
帯 時 計 で 、 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ を 介 し て 光 を 採 光 し 、 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ の 下 面 側 に 配 設 し た
ソ ー ラ ー セ ル ２ ９ で も っ て 発 電 を 起 こ す 構 造 に な っ て い る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 装 飾 性 表 示
板 ３ ０ は ソ ー ラ ー セ ル 付 携 帯 時 計 の 表 示 板 構 造 を 取 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ３ ２ 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ 、 表
示 基 板 層 ３ １ を 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 ま た 、 表 示 基 板 層 ３ １ の 下 面 に は 裏 打 ち 反 射
膜 ３ ７ を 設 け 、 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 上 面 に は 所 定 の 位 置 に １ ～ １ ２ 時 の 時 字 を 示 す 指 標 ３ ９
を 設 け た 構 造 を な し て い る 。 尚 、 図 ２ に お い て 、 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ の 中 心 部 の 指 針 ２ ４ を
取 付 け る た め の 小 孔 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 装 飾 基 体 層 ３ ２ は 琥 珀 や 貴 石 な ど を 用 い て 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 装 飾 樹 脂 で
あ る と こ ろ の 琥 珀 を 使 用 し て い る 。 天 然 の 琥 珀 は ス ラ イ ス な ど を 施 す と 割 れ が 発 生 し 易 い
。 こ の た め 、 天 然 の 琥 珀 を 使 用 す る 場 合 は 厚 め に ス ラ イ ス し て 研 磨 量 を 多 く 取 っ て 仕 上 げ
る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 天 然 の 琥 珀 を 用 い た 場 合 は 研 磨 な ど の 仕 上 げ 加 工 時 間 が 長 く 掛 か
り 、 コ ス ト 的 に は 高 く な る 。 琥 珀 の 安 い 作 り 方 と し て は 、 プ レ ス ア ン バ ー 材 を 使 用 し て 人
工 的 に 琥 珀 を 形 成 す る 方 法 が あ る 。 こ れ は 、 粉 末 に し た 琥 珀 を 成 形 型 に 充 填 し て 加 圧 ・ 加
熱 の 下 で 所 要 の 形 状 に 成 形 し 、 そ の 成 形 し た も の を 用 い る 方 法 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い
て は 、 プ レ ス ア ン バ ー 材 を 用 い て 人 工 的 に 形 成 し た 琥 珀 で も っ て 装 飾 基 体 層 ３ ２ を 構 成 し
て い る 。 見 た 目 に 天 然 の 琥 珀 か ら 形 成 し た も の と 著 し い 差 は な く 、 色 調 や 光 沢 な ど の 面 に
お い て 天 然 の 琥 珀 と 同 等 の 品 質 が 得 ら れ る 。 こ の 琥 珀 か ら な る 装 飾 基 体 層 ３ ２ は 、 そ の 上
面 ３ ２ ａ 、 下 面 ３ ２ ｂ は バ フ や ラ ッ ピ ン グ な ど の 方 法 に よ っ て 研 磨 し て 鏡 面 仕 上 げ を 施 し
て い る 。 こ の 鏡 面 仕 上 げ に よ っ て 琥 珀 色 が 光 沢 を 持 っ て 綺 麗 に 見 え 、 ま た 、 下 面 ３ ２ ｂ 側
に 設 け た 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 飾 り 色 彩 や 模 様 な ど が 鮮 明 に な っ て 見 え て く る 。 ま た 、 上 面 ３
２ ａ は 緩 や か な 球 面 状 に 仕 上 げ て お り 、 外 周 部 ３ ２ ｃ は Ｒ 付 け な ど に よ っ て 曲 面 状 に 仕 上
げ て い る 。 上 面 、 側 面 に 丸 味 が 付 い て い る と 光 沢 の あ る 滑 ら か な 表 面 が 得 ら れ 、 琥 珀 の 美
し さ や 綺 麗 さ が 良 く 現 れ て 宝 石 調 に 視 覚 さ れ 、 高 貴 感 や 高 級 感 が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 装 飾 基 体 層 ３ ２ で あ る 琥 珀 は 光 透 過 性 を 有 す る 。 琥 珀 は 黄 色 、 黄 褐 色 、 赤 色 な ど の
も の が あ る が 、 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 下 面 側 に 配 設 す る 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 や 模 様 を は っ き
り 見 え る よ う に す る た め に 透 過 性 の 高 い も の を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 琥 珀 色 が は っ き り
と 現 れ て 、 且 つ 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 や 模 様 が は っ き り と 見 え る 状 態 の も の を 用 い る の
が 良 い 。 ま た 、 琥 珀 の 厚 み に よ っ て 光 透 過 度 合 い も 変 わ っ て く る の で 、 好 適 な 厚 み を 設 定
す る こ と が 必 要 で あ る 。 時 計 用 の 表 示 板 と し て 用 い る 場 合 は ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ の 厚 み
が 好 適 で 、 光 透 過 率 も ３ ０ ～ ７ ５ ％ の 透 過 率 が 得 ら れ る 。 こ れ は 、 琥 珀 色 が は っ き り と 現
れ て 、 且 つ 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 や 模 様 が は っ き り と 見 え る 状 態 で あ り 、 且 つ 、 容 易 に
加 工 が で き る 範 囲 で 、 強 度 的 に も 問 題 が な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 装 飾 基 体 層 ３ ２ に 貴 石 を 用 い る 場 合 は 、 貴 石 と し て サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル
ビ ー な ど が 好 適 に 選 択 で き る 。 サ フ ァ イ ヤ は 種 類 に よ り 青 色 透 明 色 調 や ホ ワ イ ト （ 無 色 ）
、 イ エ ロ ー 、 グ リ ー ン 、 ピ ン ク な ど の 色 調 、 オ パ ー ル は 乳 白 色 の 中 に 青 や 緑 、 赤 な ど が 混
ざ り 合 っ た 半 透 明 色 調 、 ヒ ス イ は 緑 色 色 調 、 ル ビ ー は 赤 色 色 調 と そ れ ぞ れ 独 特 の 色 調 を 有
し て お り 、 加 工 が 容 易 で 、 加 工 、 研 磨 な ど に よ っ て 宝 石 調 の 装 飾 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ は 金 箔 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど の 装 飾 部
材 を 用 い て 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 図 ３ に 示 す よ う に 、 適 宜 な 大 き さ の 金 箔 な る
飾 り 部 材 ３ ４ と 透 明 な 接 着 樹 脂 ３ ５ と で 構 成 し て い る 。 金 箔 は 光 沢 を 有 し て ０ ． １ μ ｍ 位
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の 厚 み か ら な っ て い る の で ５ ０ ％ 近 く の 光 透 過 率 を 持 っ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、
こ の 金 箔 を 矩 形 や 三 角 形 に 切 り 取 っ た 切 片 を 用 い て 、 適 度 な 間 隔 を 持 た せ て ア ト ラ ン ダ ム
に 接 着 樹 脂 ３ ５ に 貼 付 け た も の で 飾 り 部 材 層 ３ ３ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の 飾 り 部 材
層 ３ ３ の 接 着 樹 脂 ３ ５ で も っ て 装 飾 基 体 層 ３ ２ と 表 示 基 板 層 ３ １ を 接 合 し て い る 。 接 着 樹
脂 ３ ５ は 本 実 施 形 態 に お い て は ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て い る が 、 ア ク リ ル 樹 脂 に 限 ら ず ウ レ
タ ン 樹 脂 や エ ポ キ シ 樹 脂 な ど が 接 着 樹 脂 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 金 箔 の 形 状 や 大 き さ は 矩 形 や 三 角 形 に 限 る も の で は な く 、 ま た 、 同 じ 大 き さ に 限 る も の
で は な い 。 形 状 や 大 き さ は 設 計 デ ザ イ ン な ど に 応 じ て 適 宜 な 文 様 に 設 定 す る と 良 い 。 こ の
よ う に す る と 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ に 金 箔 の 色 彩 が ア ト ラ ン ダ ム に 分 散 し た 模 様 が 現 れ て く る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 表 示 基 板 層 ３ １ は 樹 脂 や ガ ラ ス 、 金 属 な ど の 材 料 を 用 い て 形 成 す る 。 本 実 施 形 態
に お い て は 、 ソ ー ラ ー セ ル ２ ９ へ の 光 透 過 を 必 要 と す る こ と か ら 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂
か ら な る 板 で 構 成 し て い る 。 樹 脂 と し て は ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ
エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 な ど が 時 計 用 の 表 示 板 の
材 料 と し て 好 適 に 選 ば れ る 。 こ れ ら の 樹 脂 は 耐 熱 性 、 耐 湿 性 、 耐 光 性 、 耐 衝 撃 性 、 耐 薬 品
性 な ど に 強 い こ と か ら 表 示 板 の 寿 命 を 非 常 に 長 く 持 た せ る こ と が で き る 。 樹 脂 か ら な る 表
示 基 板 層 ３ １ の 厚 み は 成 形 性 や 強 度 性 を 考 慮 し て ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 厚 み に 射 出
成 形 方 法 な ど で 形 成 す る 。 ま た 、 金 属 を 使 用 す る 場 合 は 、 １ ５ ０ ～ ４ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 厚
み を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 表 示 基 板 層 ３ １ の 下 面 に 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ を 設 け て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は
、 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ は 白 色 イ ン ク を 用 い て 印 刷 方 法 で 形 成 し た 白 色 樹 脂 膜 で も っ て 構
成 し て い る 。 こ の 白 色 樹 脂 膜 は 反 射 性 と 透 過 性 の 両 方 の 機 能 を 持 っ た 裏 打 ち 反 射 膜 に 仕 立
て る が 、 ソ ー ラ ー セ ル ２ ９ へ の 光 透 過 率 に 支 障 を 及 ぼ さ な い 範 囲 の 透 過 率 を 持 た せ て 形 成
す る 。 白 色 樹 脂 膜 の 光 透 過 率 は 透 明 樹 脂 と 白 色 顔 料 の 配 合 量 や 白 色 樹 脂 膜 の 膜 厚 に よ っ て
決 ま っ て く る 。 例 え ば 、 白 色 顔 料 を ５ 重 量 ％ 配 合 し 、 膜 厚 を ７ ～ １ ０ μ ｍ の 厚 み （ こ れ は
、 ス ク リ ー ン 印 刷 の １ 回 印 刷 で 得 ら れ る 厚 み に 相 当 す る ） に 形 成 す れ ば 約 ５ ０ ％ 前 後 の 光
透 過 率 が 得 ら れ 、 １ ０ 重 量 ％ の 配 合 で ７ ～ １ ０ μ ｍ の 厚 み で は 約 ３ ０ ％ 程 度 の 光 透 過 率 と
な る 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 白 色 顔 料 を ５ 重 量 ％ 配 合 し 、 膜 厚 を ７ ～ １ ０ μ ｍ
の 厚 み に 形 成 し て 約 ５ ０ ％ 近 く の 透 過 率 を 確 保 す れ ば 、 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ の 全 体 の 光 透 過
率 は 少 な く と も ２ ５ ％ 近 く の 透 過 率 が 得 ら れ る 。 近 年 の ソ ー ラ ー セ ル は 発 電 効 率 が 良 く な
り 、 １ ５ ～ ２ ０ ％ の 光 透 過 率 で 十 分 満 足 す る 発 電 量 が 得 ら れ る も の が 現 れ て い る 。 こ の こ
と か ら 、 白 色 樹 脂 膜 に ５ ０ ％ の 透 過 率 を 持 た せ て 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ に ２ ５ ％ の 透 過 率 が 得
ら れ れ ば ソ ー ラ ー セ ル の 発 電 機 能 を 十 分 満 足 さ せ る こ と が で き る 。 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ は 装
飾 性 基 板 全 体 の 透 過 率 を 考 慮 し 、 ソ ー ラ ー セ ル ２ ９ へ の 光 透 過 率 に 支 障 を 及 ぼ さ な い 範 囲
の 透 過 率 を も っ て 形 成 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 白 色 樹 脂 膜 か ら な る 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ を 設 け る こ と に よ り 、 装 飾 基 体 層 ３
２ 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ を 透 過 し た 光 で 一 部 の 光 は こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ で 反 射 さ れ て 再 び 飾
り 部 材 層 ３ ３ 、 装 飾 基 体 層 ３ ２ を 透 過 し て 放 射 さ れ る 。 白 色 樹 脂 膜 か ら の 白 色 反 射 光 に よ
っ て 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 色 彩 や 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 、 模 様 が 明 る く な り 、 そ し て 、 鮮 明 に
視 認 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ は 白 色 樹 脂 膜 に 限 る も の で は な く 、 白 色 系 金 属 膜 で も 同 様 な 効 果
を 奏 す る 。 白 色 系 金 属 膜 と し て は ア ル ミ 金 属 膜 、 銀 金 属 膜 な ど が 好 適 な も の と し て 選 択 で
き る 。 こ れ ら の 金 属 膜 は 真 空 蒸 着 方 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 方 法 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 方 法
な ど で 形 成 す る こ と が で き 、 銀 蒸 着 膜 で あ る と １ ０ ０ Å の 厚 み で 約 ５ ５ ％ の 透 過 率 、 １ ５
０ Å の 厚 み で 約 ４ ０ ％ の 透 過 率 が 得 ら れ る 。 金 属 膜 を 用 い る 場 合 も 光 透 過 率 を 考 慮 し て 適
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宜 な 厚 み に 設 定 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ は 白 色 樹 脂 膜 や 白 色 系 金 属 膜 に 限 る も の で は な い 。 全 体 的
に 、 或 い は 部 分 的 に 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 色 彩 や 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 と 異 な っ た 色 付 け を 施
し た い と 云 う 場 合 に は 、 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ に 色 付 け を 施 し て 色 調 の 調 整 を 行 う こ と も
可 能 で あ る 。 こ の よ う な 場 合 は 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 色 彩 や 模 様 を 不 鮮 明 に し な い 色 調 の 色
付 け が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 時 字 を な す 指 標 ３ ９ は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基
体 層 ３ ２ の 上 面 、 所 定 の 位 置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と
金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ を 施 す こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る
よ う に な る 。 し か し な が ら 、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も
良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の 構 成 を 取 っ た 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 琥
珀 は 上 下 面 を 鏡 面 に 仕 上 げ て お り 、 上 面 は 緩 や か な 球 面 状 に 、 外 周 面 は 曲 面 状 に 仕 上 げ て
い る こ と か ら 、 光 沢 表 面 が 得 ら れ て 美 し く 綺 麗 な 琥 珀 の 色 彩 が 得 ら れ る 。 ま た 、 全 体 的 に
丸 味 を 帯 び て い る こ と か ら 光 沢 を 持 っ た 滑 ら か な 表 面 が 得 ら れ て 宝 石 調 に 視 覚 さ れ る よ う
に な る 。 そ し て 、 非 常 に 装 飾 性 が 高 く 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に ま た 、 そ の 琥 珀 色 の 色 彩 の 中 に 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 金 箔 の 色 彩 が 模 様 を な し て 現 れ て
く る 。 し か も 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 下 面 が 鏡 面 に な っ て い る こ と か ら 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 金 箔 の
色 彩 と 模 様 は 鮮 明 に な っ て 現 れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ の 白 色 樹 脂 膜 の 作 用 を 受 け て 装 飾 基 体 層 ３ ２ の 琥 珀 の 色 彩 が よ
り 明 る く 鮮 や か に 視 認 さ れ て く る 。 ま た 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 金 箔 の 色 彩 や 模 様 も 白 色 樹 脂
膜 の 作 用 を 受 け て 明 る く 鮮 明 に な る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 装 飾 に 明 る さ と 鮮 明 さ が 現 れ て
美 し さ や 綺 麗 さ が 倍 加 し 、 装 飾 性 が 更 に 豊 か に な っ て 更 な る 高 級 感 が 生 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に 、 裏 打 ち 反 射 膜 ３ ７ の 白 色 樹 脂 膜 が 透 明 樹 脂 か ら な る 表 示 基 板 層 ３ １ の 下 面 に 設 け
ら れ て い る こ と か ら 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ と 裏 打 ち 反 射 層 ３ ７ と の 間 に 透 明 層 が 存 在 す る こ と
に な っ て 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 飾 り 部 材 ３ ４ に 立 体 感 が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ３ ２ に 琥 珀 を 用 い た が 、 琥 珀 以 外 の も の と し て
サ フ ァ イ ヤ 、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー な ど の 貴 石 も 装 飾 基 体 層 と し て 用 い る こ と が で き
る 。 ま た 、 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 飾 り 部 材 ３ ４ は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 金 箔 を 用 い た が 、
金 箔 以 外 の も の と し て 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど も 飾 り 部 材 ３ ４ と し
て 用 い る こ と が で き る 。 銀 箔 は 光 沢 の あ る 銀 色 の 色 彩 を 持 っ て 貴 金 属 感 が 現 れ る 。 貝 を 用
い た 場 合 は 貝 独 特 の 光 輝 色 彩 が 現 れ る 。 ま た 、 ラ メ を 用 い た 場 合 は キ ラ キ ラ と し た 金 色 、
銀 色 の 光 輝 模 様 が 現 れ て く る 。 マ ニ キ ュ ア は 各 種 の カ ラ ー 色 彩 や 光 輝 色 彩 を 持 っ た 種 類 の
も の が あ り 、 色 々 な カ ラ ー 色 彩 模 様 や 光 輝 色 彩 模 様 を 出 現 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ホ
ロ グ ラ ム を 用 い た 場 合 は ３ 次 元 的 に 模 様 を 出 現 さ せ 、 ま た 、 仕 様 に よ っ て は 見 る 方 向 に よ
っ て 模 様 や 色 合 い が 変 わ っ て 見 え る よ う に な る 。 こ の よ う に 、 飾 り 部 材 層 は 選 択 す る 飾 り
部 材 に よ っ て そ の 部 材 独 特 の 色 彩 模 様 を 出 現 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 装 飾 基 体 層 ３
２ の 材 料 と 飾 り 部 材 層 ３ ３ の 飾 り 部 材 ３ ４ と の 組 合 せ に よ っ て バ リ エ ー シ ョ ン 豊 富 な 装 飾
を 作 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 表 示 基 板 層 ３ １ に 樹 脂 を 用 い た が 、 ガ ラ ス を 用 い て も 同
じ 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 ま た 、 以 上 の 構 成 を な し た 装 飾 性 表 示 板 ３ ０ を 用 い た 携 帯 時 計 ２ ０ に あ っ て は 、 装 飾 性
表 示 板 ３ ０ か ら 明 る く て 鮮 や か な 光 沢 有 る 琥 珀 の 色 彩 の 中 に 明 る く て 光 沢 有 る 金 箔 の 色 彩
と 模 様 が 得 ら れ 、 し か も そ の 金 箔 の 色 彩 と 模 様 が 立 体 的 に 現 れ る こ と か ら 、 非 常 に 装 飾 性
に 富 ん で 高 級 感 の 現 れ た 時 計 用 表 示 板 が 得 ら れ る 。 そ し て 、 携 帯 時 計 ２ ０ に 綺 麗 さ 、 装 飾
豊 か さ 、 高 貴 さ 、 高 級 さ な ど が 現 れ る 効 果 を 生 む 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 更 に 本 発 明 の 詳 し い 内 容 を 説 明 す る 。 最 初 に 、 本 発 明 の 実 施 例 １
を 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 例 １ に お け る 装 飾 性 表 示 板 は 携 帯 時 計 に 用 い ら れ る 表 示 板 の 仕 様 に な っ て い て 、 図
４ に 示 す よ う に 、 装 飾 性 表 示 板 ４ ０ は 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ４ ２ 、 飾 り 部 材 層 ４ ３ 、 表 示 基
板 層 ４ １ が 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 そ し て 、 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 上 面 所 定 の 位 置 に 時 字
な る 指 標 ４ ９ を 設 け た 構 造 を な し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で の 装 飾 基 体 層 ４ ２ は 装 飾 樹 脂 で あ る と こ ろ の 琥 珀 を 使 用 し て い る 。 こ の 琥 珀 は プ
レ ス ア ン バ ー 材 を 用 い て 人 工 的 に 形 成 し た 琥 珀 で 、 粉 末 に し た 琥 珀 を 成 形 型 に 充 填 し て 加
圧 ・ 加 熱 の 下 で 所 要 の 形 状 に 成 形 し た も の で あ る 。 天 然 の 琥 珀 は ス ラ イ ス な ど を 施 す と 割
れ が 発 生 し 易 い 。 従 っ て 、 天 然 の 琥 珀 を 使 用 す る 場 合 は 厚 め に ス ラ イ ス し て 研 磨 量 を 多 く
取 っ て 仕 上 げ る 必 要 が あ る の で コ ス ト 的 に は 高 く な る 。 プ レ ス ア ン バ ー 材 を 使 用 し て 人 工
的 に 琥 珀 を 形 成 す る と コ ス ト 的 に 安 い 琥 珀 を 得 る こ と が で き る 。 見 た 目 に 天 然 の 琥 珀 か ら
形 成 し た も の と 著 し い 差 は な く 、 色 調 や 光 沢 な ど の 面 に お い て 天 然 の 琥 珀 と 同 等 の 品 質 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 琥 珀 か ら な る 装 飾 基 体 層 ４ ２ は 、 そ の 上 面 ４ ２ ａ 、 下 面 ４ ２ ｂ は バ フ や ラ ッ ピ ン グ
な ど の 方 法 に よ っ て 研 磨 し て 鏡 面 仕 上 げ を 施 し て い る 。 こ の 鏡 面 仕 上 げ に よ っ て 琥 珀 の 色
彩 が 光 沢 を 持 っ て 綺 麗 に 見 え 、 ま た 、 下 面 ４ ２ ｂ 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ４ ３ の 色 彩 や 模 様
な ど が 鮮 明 に な っ て 見 え て く る 。 ま た 、 上 面 ４ ２ ａ は 緩 や か な 球 面 状 に 、 下 面 ４ ２ ｂ は フ
ラ ッ ト 面 に 仕 上 げ て お り 、 外 周 部 ４ ２ ｃ は Ｒ 付 け な ど に よ っ て 曲 面 状 に 仕 上 げ て い る 。 上
面 、 側 面 に 丸 味 が 付 い て い る と 光 沢 の あ る 滑 ら か な 表 面 が 得 ら れ 、 琥 珀 の 美 し さ や 綺 麗 さ
が 良 く 現 れ て 、 宝 石 調 の 視 覚 が 得 ら れ 、 高 貴 感 や 高 級 感 が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 琥 珀 は 黄 色 や 黄 褐 色 な ど の 色 彩 を 持 っ て お り 、 光 透 過 性 を 有 す る 。 こ の 琥 珀 の 厚 み
は 中 心 部 ５ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い て 、 こ の 琥 珀 の 下 面 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ４ ３ の
色 彩 や 模 様 が 良 く 見 え る よ う に な っ て い る 。 時 計 用 の 表 示 板 と し て 琥 珀 を 装 飾 基 体 層 に 用
い た 場 合 は ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ の 厚 み が 好 適 で あ る 。 こ れ は 、 琥 珀 の 色 彩 が は っ き り と
現 れ て 、 且 つ 、 そ の 下 面 の 飾 り 部 材 層 の 色 彩 や 模 様 が は っ き り と 見 え る 状 態 で あ り 、 且 つ
、 加 工 が 容 易 な 範 囲 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 飾 り 部 材 層 ４ ３ は 金 箔 の 飾 り 部 材 ４ ４ と そ の 上 下 面 に 設 け た 透 明 な 接 着 樹 脂 ４ ５
で も っ て 構 成 し て い て 、 ４ ５ ～ ５ ０ μ ｍ の 厚 み を な し て い る 。 金 箔 は 光 沢 を 有 し て ０ ． １
μ ｍ 位 の 厚 み か ら な っ て い る の で ５ ０ ％ 近 く の 光 透 過 率 を 持 っ て い る 。 こ の 金 箔 を 琥 珀 な
る 装 飾 基 体 層 ４ ２ と 表 示 基 板 層 ４ １ と の 間 に 挟 み 、 接 着 樹 脂 ４ ５ を 介 し て 一 体 的 に 接 合 し
た 構 造 を 取 っ て い る 。 こ の 金 箔 は 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 大 き さ と 同 じ 大 き さ に 形 成 し て 貼 付 け
て あ る 。 接 着 樹 脂 ４ ５ は ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て い る が 、 ア ク リ ル 樹 脂 に 限 ら ず ウ レ タ ン 樹
脂 や エ ポ キ シ 樹 脂 な ど も 接 着 樹 脂 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 表 示 基 板 層 ４ １ は 金 属 板 か ら な り 、 そ の 下 面 に ２ 本 の 足 ４ １ ａ を ロ ー 付 け に よ っ
て 設 け た も の か ら な っ て い る 。 こ の 足 ４ １ ａ は 時 計 の ム ー ブ メ ン ト に 取 付 け 固 定 す る た め
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に 設 け て い る 。 金 属 板 と し て は ２ ０ ０ μ ｍ 厚 み の リ ン 青 銅 板 を 用 い 、 プ レ ス 加 工 方 法 に よ
っ て 所 要 の 形 状 に 成 形 し て い る 。 表 示 基 板 層 ４ １ は リ ン 青 銅 板 の 表 面 に ニ ッ ケ ル メ ッ キ の
下 地 メ ッ キ を 施 し 、 そ の 上 に ロ ジ ウ ム メ ッ キ の 仕 上 げ メ ッ キ を 施 し た も の か ら な っ て い る
。 ロ ジ ウ ム メ ッ キ は 白 色 系 の 色 調 を 有 し て い る こ と か ら 良 く 光 を 反 射 す る 。 尚 、 本 実 施 例
１ に お い て は 、 表 示 基 板 層 ４ １ は リ ン 青 銅 板 を 用 い て 形 成 し て い る が 、 リ ン 青 銅 以 外 の 金
属 板 と し て は 黄 銅 、 洋 白 、 銅 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル が 好 適 に 選 択 で き る 。 黄 銅 、 洋 白 、 リ
ン 青 銅 、 銅 な ど は 加 工 が し 易 い こ と か ら 所 望 の 表 示 板 形 状 が 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 尚
、 表 示 基 板 層 ４ １ を 金 属 板 で 形 成 し た 場 合 は １ ５ ０ ～ ４ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 厚 み の も の が 選
択 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 時 字 を な す 指 標 ４ ９ は 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 上 面 で 所 定 の 位
置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と 金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ を 施 す
こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。 し か し な が ら
、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も 良 い 。 　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の 構 成 を 取 っ た 装 飾 性 表 示 板 ４ ０ は 、 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 琥 珀 が 上 下 面 を 鏡 面 に 仕 上
げ て お り 、 上 面 は 緩 や か な 球 面 状 に 、 外 周 面 は 曲 面 状 に 仕 上 げ て い る こ と か ら 、 光 沢 表 面
が 得 ら れ て 美 し く 綺 麗 な 琥 珀 の 色 彩 が 得 ら れ る 。 ま た 、 全 体 的 に 丸 味 を 帯 び て い る こ と か
ら 光 沢 を 持 っ た 滑 ら か な 表 面 が 得 ら れ て 宝 石 調 に 視 覚 さ れ る 。 そ し て 、 非 常 に 装 飾 性 が 高
く 高 貴 感 、 高 級 感 が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 更 に ま た 、 そ の 琥 珀 色 の 色 彩 の 中 に 飾 り 部 材 層 ４ ３ の 金 箔 の 色 彩 が 光 沢 を 持 っ て 現 れ て
く る 。 更 に 装 飾 性 が 非 常 に 富 ん だ も の と な り 高 級 感 が 更 に 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 表 示 基 板 層 ４ １ に 白 色 系 色 調 の ロ ジ ウ ム メ ッ キ を 施 し て あ る こ と か ら 、 琥 珀 、 金
箔 を 透 過 し た 光 が そ の メ ッ キ 表 面 で 反 射 さ れ て 再 び 金 箔 、 琥 珀 を 透 過 し て 外 に 放 射 さ れ る
。 こ の 作 用 に よ り 光 沢 の あ る 金 箔 の 色 彩 や 琥 珀 の 色 彩 が 明 る く 、 鮮 明 に 現 れ る よ う に な る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 効 果 を 生 む 装 飾 性 表 示 板 ４ ０ を 用 い た 携 帯 時 計 に あ っ て は 、 金 箔 に
よ る 貴 金 属 感 と 琥 珀 に よ る 宝 石 調 の 外 観 仕 様 が 得 ら れ 、 明 る く 装 飾 性 に 富 ん だ 高 級 感 の す
る 時 計 表 示 外 観 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 例 １ に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ４ ２ に プ レ ス ア ー バ ン 材 か ら 形 成 し た 琥 珀 を 用
い た が 、 天 然 の 琥 珀 を 用 い て も 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 ４ ２ に サ フ ァ イ ヤ
、 オ パ ー ル 、 ヒ ス イ 、 ル ビ ー な ど の 貴 石 を 用 い る こ と も 可 能 で 、 こ れ ら 貴 石 独 特 の 色 彩 を
出 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 １ に お い て は 、 飾 り 部 材 層 ４ ３ の 飾 り 部 材 ４ ４ に 金 箔 を 用 い た が 、 金 箔
の 外 に 、 銀 箔 、 貝 、 ラ メ 、 マ ニ キ ュ ア 、 ホ ロ グ ラ ム な ど も 好 適 な 飾 り 部 材 の 材 料 と し て 用
い る こ と が で き る 。 そ し て 、 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 材 料 と 飾 り 部 材 層 ４ ３ の 飾 り 部 材 ４ ４ と の
組 合 せ に よ っ て バ リ エ ー シ ョ ン 豊 富 な 装 飾 を 作 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 １ に お い て は 、 表 示 基 板 層 ４ １ の 表 面 処 理 に ロ ジ ウ ム メ ッ キ を 施 し た が
、 銀 メ ッ キ 、 プ ラ チ ナ メ ッ キ 、 白 金 メ ッ キ な ど で 白 色 系 金 属 膜 を 設 け て も ロ ジ ウ ム メ ッ キ
の も の と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。 表 示 基 板 層 ４ １ の 仕 上 げ メ ッ キ は 装 飾 基 体 層 ４ ２ の 色 彩 や
飾 り 部 材 層 ４ ３ の 色 彩 、 模 様 が 引 き 立 つ よ う な 種 類 の メ ッ キ を 選 択 す る の が 好 ま し い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 装 飾
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性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 実 施 例 ２ に お け る 装 飾 性 表 示 板 は ソ ー ラ ー セ ル 用 の 表 示 板 仕 様 に な っ て い て 、 図 ５ に 示
す よ う に 、 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ は 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ５ ２ 、 飾 り 部 材 層 ５ ３ 、 表 示 基 板 層 ５
１ が 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 ５ ２ の 上 面 所 定 の 位 置 に 時 字 な る 指 標
５ ９ を 設 け た 構 造 を な し て い る 。 ま た 、 表 示 基 板 層 ５ １ の 下 面 に は 裏 打 ち 反 射 膜 ５ ７ を 設
け て い る 。 こ の 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ は ソ ー ラ ー セ ル の 上 面 側 に 配 設 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ こ で の 装 飾 基 体 層 ５ ２ は 装 飾 樹 脂 で あ る と こ ろ の 琥 珀 を 使 用 し て お り 、 天 然 の 琥 珀 を
ス ラ イ ス し 、 バ フ や ラ ッ ピ ン グ な ど の 方 法 で 研 磨 し て 形 成 し て い る 。 こ の 琥 珀 か ら な る 装
飾 基 体 層 ５ ２ は 、 そ の 上 面 ５ ２ ａ 、 下 面 ５ ２ ｂ は バ フ や ラ ッ ピ ン グ な ど の 方 法 に よ っ て 研
磨 し て 平 坦 面 で の 鏡 面 仕 上 げ を 施 し て お り 、 外 周 部 ５ ２ ｃ も 面 取 り を 施 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の 琥 珀 は 黄 色 や 黄 褐 色 な ど の 色 彩 を 持 っ て お り 、 光 透 過 性 を 有 す る 。 こ の 琥 珀 の 厚 み
は ４ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い て 、 こ の 琥 珀 の 下 面 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ５ ３ の 色 彩 や
模 様 が 良 く 見 え る よ う に な っ て い る 。 ４ ０ ０ μ ｍ の 厚 み で あ る と 、 鏡 面 仕 上 げ に よ っ て 琥
珀 の 色 彩 が 光 沢 を も っ て 綺 麗 に 見 え 、 ま た 、 下 面 ５ ２ ｂ 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ５ ３ の 色 彩
や 模 様 な ど が 鮮 明 に な っ て 見 え て く る 。 そ し て 、 琥 珀 の 美 し さ や 綺 麗 さ が 良 く 現 れ て 、 宝
石 調 に 視 覚 さ れ て く る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 実 施 例 ２ に お け る 飾 り 部 材 層 ５ ３ は ２ 種 類 の 飾 り 部 材 ５ ４ と 接 着 樹 脂 ５ ５ と か ら
な っ て い る 。 １ 種 類 の 飾 り 部 材 ５ ４ は 金 箔 ５ ４ ａ を 用 い 、 も う １ 種 類 の 飾 り 部 材 ５ ４ は 銀
箔 ５ ４ ｂ を 用 い て い る 。 い ず れ も 箔 を 文 様 に 切 り 取 っ て 形 成 し た も の で 、 文 様 の 形 状 や 大
き さ は 所 望 の 形 状 、 大 き さ に 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の ２ 種 類 の 箔 を ア ト ラ ン ダ ム に 並
べ て 接 着 樹 脂 ５ ５ に 貼 付 け て 飾 り 部 材 層 ５ ３ を １ ５ ～ ２ ５ μ ｍ の 範 囲 の 厚 み に 形 成 し て い
る 。 従 っ て 、 飾 り 部 材 層 ５ ３ は 金 箔 ５ ４ ａ と 銀 箔 ５ ４ ｂ と が ア ト ラ ン ダ ム に 並 ん だ 模 様 を
成 し て い る 。 金 箔 、 銀 箔 は ０ ． １ μ ｍ 程 度 の 厚 み で あ る の で 約 ５ ０ ％ 近 く の 光 透 過 率 を 有
し て い る 。 そ し て 、 装 飾 基 体 層 ５ ２ と 表 示 基 板 層 ５ １ は 飾 り 部 材 層 ５ ３ の 接 着 樹 脂 ５ ５ を
介 し て 一 体 的 に 接 合 し た 構 造 に な っ て い る 。 接 着 樹 脂 ５ ５ は ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て い る が
、 ア ク リ ル 樹 脂 に 限 ら ず ウ レ タ ン 樹 脂 や エ ポ キ シ 樹 脂 な ど も 接 着 樹 脂 と し て 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 表 示 基 板 層 ５ １ は 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 の 板 か ら な っ て い る 。 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト
樹 脂 を 用 い て 射 出 成 形 方 法 で ３ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 表 示 基 板 層 ５
１ の 下 面 に は 白 色 樹 脂 膜 か ら な る 裏 打 ち 反 射 膜 ５ ７ を 設 け て い る 。 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ５ ７
の 白 色 樹 脂 膜 は 透 過 性 と 反 射 性 の 両 方 の 機 能 を 持 っ た 半 透 過 反 射 膜 に 仕 上 げ て い る 。 透 過
機 能 を も っ て 、 こ の 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ の 下 面 側 に 配 設 さ れ る ソ ー ラ ー セ ル に 発 電 機 能 を 起
こ さ せ る 。 ま た 、 反 射 機 能 を も っ て 、 装 飾 基 体 層 ５ ２ や 飾 り 部 材 層 ５ ３ の 色 彩 や 模 様 を 明
る く 鮮 明 に す る 働 き を な す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 近 年 の ソ ー ラ ー セ ル は 非 常 に 発 電 効 率 が 高 く な っ て き て お り 、 光 透 過 率 が １ ５ ～ ２ ０ ％
で 十 分 満 足 す る 発 電 量 が 得 ら れ る も の が 現 れ て き て い る 。 白 色 樹 脂 膜 の 透 過 率 は 透 明 樹 脂
と 白 色 顔 料 の 配 合 量 や 白 色 樹 脂 膜 の 形 成 す る 膜 厚 に よ っ て 決 ま っ て く る 。 例 え ば 、 白 色 顔
料 を ５ 重 量 ％ 配 合 し 、 膜 厚 を ７ ～ １ ０ μ ｍ の 厚 み （ こ れ は 、 ス ク リ ー ン 印 刷 の １ 回 印 刷 で
得 ら れ る 厚 み に 相 当 す る ） に 形 成 す れ ば 約 ５ ０ ％ 前 後 の 光 透 過 率 が 得 ら れ 、 １ ０ 重 量 ％ の
配 合 で ７ ～ １ ０ μ ｍ の 厚 み で は 約 ３ ０ ％ 程 度 の 光 透 過 率 と な る 。 白 色 樹 脂 膜 は ソ ー ラ ー セ
ル の 発 電 に 支 障 を 及 ぼ さ な い 範 囲 で そ の 白 色 顔 料 の 配 合 量 や 膜 厚 な ど を 適 宜 に 設 定 す る よ
う に す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 時 字 を な す 指 標 ５ ９ は 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基 体 層 ５ ２ の 上 面 で 所
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定 の 位 置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と 金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ
を 施 す こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 強 く 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。 し
か し な が ら 、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も 良 い 。 　
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 の 構 成 を な し た 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ は 、 装 飾 基 体 層 ５ ２ で あ る 琥 珀 独 特 の 色 彩 が 色 艶
を 持 っ て 明 る く 綺 麗 に 現 れ 、 更 に 、 そ の 琥 珀 の 色 彩 の 中 に 金 箔 、 銀 箔 の 光 沢 有 る 色 彩 と 模
様 が 明 る く 、 鮮 明 に 現 れ る 。 そ し て 、 光 沢 の あ る 琥 珀 の 色 艶 と 金 箔 、 銀 箔 の 貴 金 属 色 彩 並
び に 模 様 が 混 じ り 合 っ て 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ が 美 し く 綺 麗 で 、 装 飾 性 に 富 ん で 高 級 感 が 更 に
増 し て 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 更 に ま た 、 飾 り 部 材 層 ５ ３ と 裏 打 ち 反 射 膜 ５ ７ と の 間 に 表 示 基 板 層 ５ １ な る 透 明 層 が あ
る こ と に よ り 装 飾 基 体 層 ５ ２ や 飾 り 部 材 層 ５ ３ の 飾 り 部 材 ５ ４ に 立 体 感 が 現 れ て 視 認 さ れ
て く る 。 即 ち 、 装 飾 性 表 示 板 ５ ０ に 立 体 的 で 深 み の あ る 色 彩 、 模 様 な ど が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 尚 、 本 実 施 例 ２ に お い て は 、 裏 打 ち 反 射 膜 ５ ７ は 白 色 樹 脂 膜 で 構 成 し た が 、 白 色 系 金 属
膜 で 構 成 し て も 同 じ 効 果 を 奏 す る 。 白 色 金 属 膜 と し て は 、 ア ル ミ 、 銀 、 ロ ジ ウ ム 、 プ ラ チ
ナ 、 白 金 な ど の 金 属 で 形 成 し た 金 属 蒸 着 膜 な ど が 利 用 で き る 。 例 え ば 、 銀 蒸 着 膜 を １ ０ ０
Å の 厚 み で 形 成 す れ ば 約 ５ ５ ％ の 光 透 過 率 が 得 ら れ 、 １ ５ ０ Å の 厚 み に 形 成 す れ ば 約 ４ ０
％ 近 く の 光 透 過 率 が 得 ら れ る 。 こ の よ う に 、 金 属 を 薄 膜 状 態 で 形 成 す れ ば 透 過 性 と 反 射 性
の 両 方 の 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 装 飾
性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 実 施 例 ３ に お け る 装 飾 性 表 示 板 は ソ ー ラ ー セ ル 用 の 表 示 板 仕 様 に な っ て い て 、 図 ６ に 示
す よ う に 、 装 飾 性 表 示 板 ６ ０ は 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ６ ２ 、 飾 り 部 材 層 ６ ３ 、 表 示 基 板 層 ６
１ が 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 ６ ２ の 上 面 所 定 の 位 置 に 時 字 な る 指 標
６ ９ を 設 け た 構 造 を な し て い る 。 ま た 、 表 示 基 板 層 ６ １ の 下 面 に は 裏 打 ち 反 射 膜 ６ ７ を 設
け て い る 。 こ の 装 飾 性 表 示 板 ６ ０ は ソ ー ラ ー セ ル の 上 面 側 に 配 設 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 実 施 例 ３ に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ６ ２ は 貴 石 で あ る オ パ ー ル を 使 用 し て い る 。 オ パ ー ル
は 乳 白 色 の 中 に 青 （ 紫 ） や 緑 、 赤 色 な ど が 混 ざ り 合 っ た 半 透 明 色 彩 を な し 、 貴 石 と し て 独
特 の 色 彩 を 有 し て 高 級 感 を 覚 え さ せ る 。 こ の オ パ ー ル か ら な る 装 飾 基 体 層 ６ ２ は 、 上 面 ６
２ ａ は 球 面 状 に 、 下 面 ６ ２ ｂ は 平 面 状 に バ フ や ラ ッ ピ ン グ な ど の 方 法 で 研 磨 し て 中 心 部 ６
０ ０ μ ｍ の 厚 み で 鏡 面 に 仕 上 げ て い る 。 ま た 、 外 周 部 ６ ２ ｃ は Ｒ 付 け な ど を 施 し て 曲 面 状
に 仕 上 げ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 中 心 部 ６ ０ ０ μ ｍ の 厚 み で 鏡 面 に 仕 上 げ た オ パ ー ル は 、 オ パ ー ル 独 特 の 光 沢 の あ る 乳 白
色 色 彩 の 色 艶 を な し 、 高 い 透 過 性 を 有 し て 下 面 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ６ ３ の 色 彩 や 模 様 が
見 え る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 、 飾 り 部 材 層 ６ ３ は 、 ラ メ な る 飾 り 部 材 ６ ４ を 使 用 し 、 接 着 樹 脂 ６ ５ に ラ メ を 混 ぜ
合 わ せ た も の か ら 構 成 し て い る 。 本 実 施 例 ３ で 用 い た ラ メ は 金 属 酸 化 物 か ら な る も の で 、
砂 金 の 如 く キ ラ キ ラ と 輝 い た 高 貴 外 観 が 得 ら れ る 。 ま た 、 接 着 樹 脂 ６ ５ は 透 明 な ア ク リ ル
樹 脂 を 用 い て い る 。 ラ メ を 混 ぜ 合 わ せ た 飾 り 部 材 層 ６ ３ は 透 過 性 を 持 た せ て 形 成 し て い て
、 ラ メ の 配 合 量 が 多 い と 透 過 率 が 低 く な り ソ ー ラ ー セ ル の 発 電 機 能 に 影 響 を 与 え る 。 本 実
施 例 ３ に お い て は 、 ラ メ の 配 合 量 を ０ ． ３ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 位 に 非 常 に 少 な く し て ７ ５ ％ 前
後 の 光 透 過 率 を 持 た せ て い る 。 ま た 、 飾 り 部 材 層 ６ ３ の 厚 み は １ ５ ～ ２ ５ μ ｍ の 厚 み に 形
成 し て い る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
　 表 示 基 板 層 ６ １ は 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 の 板 か ら な っ て い る 。 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト
樹 脂 を 用 い て 射 出 成 形 方 法 で ３ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 表 示 基 板 層 ６
１ の 下 面 に は 白 色 樹 脂 膜 か ら な る 裏 打 ち 反 射 膜 ６ ７ を 設 け て い る 。 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ６ ７
の 白 色 樹 脂 膜 は 透 過 性 と 反 射 性 の 両 方 の 機 能 を 持 っ た 半 透 過 反 射 膜 に 仕 上 げ て い る 。 透 過
機 能 を も っ て 、 こ の 装 飾 性 表 示 板 ６ ０ の 下 面 側 に 配 設 さ れ る ソ ー ラ ー セ ル に 発 電 機 能 を 起
こ さ せ る 。 従 っ て 、 こ の 白 色 樹 脂 膜 は ソ ー ラ ー セ ル の 発 電 機 能 に 影 響 を 与 え な い 範 囲 の 透
過 率 で も っ て 形 成 す る 。 ま た 、 こ の 白 色 樹 脂 膜 の 反 射 機 能 を も っ て 、 装 飾 基 体 層 ６ ２ や 飾
り 部 材 層 ６ ３ の 色 彩 や 模 様 を 明 る く 鮮 明 に す る 働 き を な す 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 次 に 、 時 字 を な す 指 標 ６ ９ は 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基 体 層 ６ ２ の 上 面 で 所
定 の 位 置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と 金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ
を 施 す こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 強 く 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。 し
か し な が ら 、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も 良 い 。 　
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 以 上 の 構 成 を な し た 装 飾 性 表 示 板 ６ ０ は 、 オ パ ー ル 独 特 の 乳 白 色 の 中 に 青 （ 紫 ） や 緑 、
赤 色 な ど が 混 ざ り 合 っ た 半 透 明 色 彩 が 明 る く 美 し い 色 艶 で 現 れ 、 更 に 、 そ の 色 艶 の 中 に ラ
メ に よ る キ ラ キ ラ と し た 輝 き が 現 れ る こ と か ら 更 に 装 飾 性 が 豊 か に な っ て 高 級 感 も 高 め ら
れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 更 に ま た 、 飾 り 部 材 層 ６ ３ と 裏 打 ち 反 射 膜 ６ ７ と の 間 に 表 示 基 板 層 ６ １ な る 透 明 層 が あ
る こ と に よ り 装 飾 基 体 層 ６ ２ の オ パ ー ル や 飾 り 部 材 ６ ４ の ラ メ の 色 彩 や 模 様 が 立 体 的 に 視
認 さ れ て く る 。 尚 、 そ の 他 の ラ メ と し て 、 金 糸 、 銀 糸 を 細 か く 切 断 し た も の や 、 樹 脂 フ ィ
ル ム に 金 属 薄 膜 を 付 着 さ せ 、 こ れ を 細 か く 切 断 し た も の な ど が あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 装
飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 実 施 例 ４ に お け る 装 飾 性 表 示 板 は ソ ー ラ ー セ ル 用 の 表 示 板 仕 様 に な っ て い て 、 図 ７ に 示
す よ う に 、 装 飾 性 表 示 板 ７ ０ は 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ７ ２ 、 飾 り 部 材 層 ７ ３ 、 表 示 基 板 層 ７
１ が 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 ７ ２ の 上 面 所 定 の 位 置 に 時 字 な る 指 標
７ ９ を 設 け た 構 造 を な し て い る 。 ま た 、 表 示 基 板 層 ７ １ の 下 面 に は 裏 打 ち 反 射 膜 ７ ７ を 設
け て い る 。 こ の 装 飾 性 表 示 板 ７ ０ は ソ ー ラ ー セ ル の 上 面 側 に 配 設 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 実 施 例 ４ に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ７ ２ は 貴 石 で あ る 青 色 透 明 色 の サ フ ァ イ ヤ を 使 用 し て
い る 。 サ フ ァ イ ヤ に は 青 色 透 明 、 ホ ワ イ ト （ 無 色 ） 透 明 、 イ エ ロ ー 透 明 、 グ リ ー ン 透 明 な
ど の 色 調 を 持 つ も の が あ っ て 透 明 度 が 高 く 高 級 感 を 覚 え さ せ る 。 こ の サ フ ァ イ ヤ か ら な る
装 飾 基 体 層 ７ ２ は 、 上 面 ７ ２ ａ は 緩 や か な 球 面 状 に 、 下 面 ７ ２ ｂ は 平 面 状 に な っ て い て 、
ラ ッ ピ ン グ や バ フ な ど の 方 法 で 研 磨 し て 鏡 面 に 仕 上 げ て い て い る 。 ま た 、 外 周 部 ７ ２ ｃ は
Ｒ 付 け な ど を 施 し て 曲 面 状 に 仕 上 げ て い る 。 そ し て 、 中 心 部 ４ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て
い る 。 鏡 面 仕 上 げ や 曲 面 仕 上 げ な ど に よ っ て 滑 ら か で 光 沢 の あ る 色 艶 を な し て 青 色 透 明 の
色 彩 が 綺 麗 に 現 れ る 。 ま た 、 高 い 透 過 性 を 有 し て 下 面 側 に 設 け た 飾 り 部 材 層 ７ ３ の 色 彩 や
模 様 が 良 く 見 え る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 、 飾 り 部 材 層 ７ ３ は 、 飾 り 部 材 ７ ４ に 貝 を 用 い 、 接 着 樹 脂 ７ ５ に う る し を 用 い て 構
成 し て い る 。 貝 は ア ワ ビ 貝 、 白 蝶 貝 、 夜 光 貝 、 黒 蝶 貝 な ど の 薄 貝 （ 約 ７ ０ μ ｍ 位 の 厚 み ）
を 所 望 の 文 様 に 切 り 取 っ た 切 片 を 用 い て い る 。 表 示 基 板 層 ７ １ 上 に う る し を 塗 り 、 そ の 上
に 薄 貝 を 貼 り 、 そ し て 、 う る し の 上 塗 り を 行 っ た 後 に 研 ぎ を 入 れ て 貝 面 を 露 出 さ せ 、 更 に
、 薄 く う る し を 塗 っ て 装 飾 基 体 層 ７ ２ を 接 着 す る 方 法 を 取 っ て い る 。 薄 貝 を 使 用 す る こ と
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か ら 貝 自 体 に も 光 透 過 性 を 持 ち 、 飾 り 部 材 層 ７ ３ に も 比 較 的 高 い 光 透 過 率 が 得 ら れ る 。 こ
の よ う に 形 成 し た 飾 り 部 材 層 ７ ３ に は 貝 独 特 の 光 輝 色 彩 が 得 ら れ 、 ま た 、 そ の 貝 を 分 散 し
て 配 設 し て あ る こ と か ら そ れ が 一 つ の 模 様 と な っ て 現 れ て く る 。 こ の 飾 り 部 材 層 ７ ３ は ４
５ ～ ５ ０ μ ｍ の 厚 み の 範 囲 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 表 示 基 板 層 ７ １ は 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 の 板 か ら な っ て い る 。 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト
樹 脂 を 用 い て 射 出 成 形 方 法 で ３ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 表 示 基 板 層 ７
１ の 下 面 に は 白 色 樹 脂 膜 か ら な る 裏 打 ち 反 射 膜 ７ ７ を 設 け て い る 。 こ の 裏 打 ち 反 射 膜 ７ ７
の 白 色 樹 脂 膜 は 透 過 性 と 反 射 性 の 両 方 の 機 能 を 持 っ た 半 透 過 反 射 膜 に 仕 上 げ て い る 。 透 過
機 能 を も っ て 、 こ の 装 飾 性 表 示 板 ７ ０ の 下 面 側 に 配 設 さ れ る ソ ー ラ ー セ ル に 発 電 機 能 を 起
こ さ せ る 。 従 っ て 、 こ の 白 色 樹 脂 膜 は ソ ー ラ ー セ ル の 発 電 機 能 に 影 響 を 与 え な い 範 囲 の 透
過 率 で も っ て 形 成 す る 。 ま た 、 白 色 樹 脂 膜 の 反 射 機 能 を も っ て 、 装 飾 基 体 層 ７ ２ や 飾 り 部
材 層 ７ ３ の 色 彩 や 模 様 を 明 る く 鮮 明 に す る 働 き を な す 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 時 字 を な す 指 標 ７ ９ は 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基 体 層 ７ ２ の 上 面 で 所
定 の 位 置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と 金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ
を 施 す こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 強 く 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。 し
か し な が ら 、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も 良 い 。 　
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 上 の 構 成 を な し た 装 飾 性 表 示 板 ７ ０ は 、 サ フ ァ イ ヤ 独 特 の 青 色 透 明 の 色 彩 が 明 る く 美
し い 色 艶 で 現 れ 、 更 に 、 そ の 色 艶 の 中 に 貝 独 特 の 光 輝 色 彩 が 明 る く 鮮 明 に 現 れ て く る 。 更
に 、 貝 の 光 輝 色 彩 が 分 散 的 な 模 様 を 持 っ て 現 れ る こ と か ら 芸 術 的 で 伝 統 工 芸 的 な 文 様 が 現
れ て 高 級 感 、 高 貴 感 が 一 層 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 更 に ま た 、 飾 り 部 材 層 ７ ３ と 裏 打 ち 反 射 膜 ７ ７ と の 間 に 表 示 基 板 層 ７ １ な る 透 明 層 が あ
る こ と に よ り 装 飾 基 体 層 ７ ２ の サ フ ァ イ ヤ 独 特 の 色 彩 や 飾 り 部 材 ７ ４ の 貝 独 特 の 光 輝 色 彩
や 模 様 に 立 体 感 が 現 れ て く る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 飾 り 部 材 層 ７ ３ は 貝 と う る し を 使 っ て の 青 貝 の 加 飾 技 法 で 形 成 し て い る 。 伝 統 工
芸 的 な 装 飾 を 施 し て い る こ と か ら 装 飾 に 深 み が あ っ て 装 飾 価 値 が 非 常 に 高 め ら れ る 効 果 を
生 む 。 尚 、 本 実 施 例 ４ に お い て は 、 青 貝 の 加 飾 技 法 で 飾 り 部 材 層 ７ ３ を 形 成 し た が 、 金 や
銀 の 蒔 絵 粉 を 蒔 き 付 け て 加 飾 を 行 う 蒔 絵 技 法 や 、 金 、 銀 、 錫 、 鉛 な ど の 薄 板 を 文 様 に 切 り
取 っ て 貼 付 け る 平 文 技 法 な ど を 用 い て 飾 り 部 材 層 ７ ３ を 形 成 す る こ と も で き る 。 何 れ も 伝
統 工 芸 的 な 深 み の あ る 装 飾 模 様 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 尚 、 本 実 施 例 ４ に お い て は 、 表 示 基 板 層 ７ １ に ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 を 用 い た が 、 ポ リ
イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 な ど の
他 の 樹 脂 を 用 い て も 良 い も の で あ る 。 こ れ ら の 樹 脂 は 耐 熱 性 、 耐 湿 性 、 耐 光 性 、 耐 衝 撃 性
、 耐 薬 品 性 な ど に 強 い こ と か ら 表 示 板 の 材 料 と し て 好 適 に 利 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 裏 打 ち 反 射 膜 ７ ７ は 白 色 樹 脂 膜 で 構 成 し た が 、 白 色 系 金 属 膜 で 構 成 し て も 同 じ 効
果 を 奏 す る 。 白 色 金 属 膜 と し て は 、 ア ル ミ 、 銀 、 ロ ジ ウ ム 、 プ ラ チ ナ 、 白 金 な ど の 金 属 で
形 成 し た 金 属 蒸 着 膜 な ど が 利 用 で き る 。 何 れ も 透 過 性 と 反 射 性 の 両 方 の 機 能 を 持 つ 厚 み に
形 成 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 装 飾
性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 実 施 例 ５ に お け る 装 飾 性 表 示 板 ８ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 か ら 装 飾 基 体 層 ８ ２ 、 飾
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り 部 材 層 ８ ３ 、 表 示 基 板 層 ８ １ が 積 層 し た 構 成 を な し て い る 。 こ の 装 飾 基 体 層 ８ ２ は そ の
上 面 に 部 分 的 に 平 蒔 絵 処 理 を 施 し て あ る 。 ま た 、 装 飾 基 体 層 ８ ２ の 上 面 所 定 の 位 置 に 時 字
な る 指 標 ８ ９ を 設 け た 構 造 を な し て い る 。 　
【 ０ １ ０ ３ 】
　 実 施 例 ５ で の 装 飾 基 体 層 ８ ２ は プ レ ス ア ー バ ン 材 を 使 用 し て の 人 工 的 に 形 成 し た 琥 珀 で
も っ て 構 成 し て い る 。 そ し て 、 上 面 ８ ２ ａ は 緩 や か な 球 面 状 に 、 下 面 ８ ２ ｂ は 平 面 状 に バ
フ や ラ ッ ピ ン グ な ど の 方 法 で 研 磨 し て 鏡 面 に 仕 上 げ て い る 。 ま た 、 外 周 部 ８ ２ ｃ は Ｒ 付 け
を 施 し て の 曲 面 状 に 仕 上 げ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 更 に 、 装 飾 基 体 層 ８ ２ は そ の 上 面 ８ ２ ａ の 一 部 分 に 平 蒔 絵 処 理 を 施 し て 平 蒔 絵 模 様 ８ ６
を 部 分 的 に 設 け て い る 。 こ の 平 蒔 絵 模 様 ８ ６ は 次 の よ う に し て 形 成 す る 。 最 初 に 、 装 飾 基
体 層 ８ ２ の 上 面 一 部 分 に う る し で 文 様 を 描 き 、 次 に 、 そ の 文 様 の 上 に 金 粉 を 蒔 き 付 け る 。
次 に 、 余 分 な 金 粉 を 拭 き 取 っ て 乾 燥 さ せ る 。 乾 燥 後 に 再 度 摺 り う る し を 金 粉 の 上 に 塗 っ て
固 め 、 最 後 に 、 磨 き を 行 っ て 金 粉 を 磨 き 上 げ る 。 こ れ に よ っ て 平 蒔 絵 模 様 ８ ６ が で き あ が
る 。 文 様 の 形 状 で 様 々 な 蒔 絵 模 様 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 平 蒔 絵 模 様 を 所
望 の 形 状 で 部 分 的 に 形 成 す る こ と に よ っ て 装 飾 性 表 示 板 ８ ０ に 伝 統 工 芸 的 な 深 み の あ る 装
飾 が 付 加 さ れ 、 綺 麗 さ と 高 級 感 が 更 に 高 め ら れ る 。 尚 、 琥 珀 の 厚 み は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様
に 、 中 心 部 ５ ０ ０ μ ｍ の 厚 み に 形 成 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 次 に 、 飾 り 部 材 層 ８ ３ は 銀 箔 な る 飾 り 部 材 ８ ４ と そ の 上 下 面 に 設 け た 透 明 な 接 着 樹 脂 ８
５ で も っ て 構 成 し て い て 、 ４ ５ ～ ５ ０ μ ｍ の 厚 み を な し て い る 。 銀 箔 は 光 沢 を 有 し て ０ ．
１ μ ｍ 位 の 厚 み か ら な っ て い る の で ５ ０ ％ 近 く の 光 透 過 率 を 持 っ て い る 。 こ の 銀 箔 を 琥 珀
な る 装 飾 基 体 層 ８ ２ と 表 示 基 板 層 ８ １ と の 間 に 挟 み 、 接 着 樹 脂 ８ ５ を 介 し て 一 体 的 に 接 合
し た 構 造 を 取 っ て い る 。 ま た 、 銀 箔 は 装 飾 基 体 層 ８ ２ の 大 き さ と 同 じ 大 き さ に 形 成 し て 貼
付 け て あ る 。 接 着 樹 脂 ８ ５ は ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て い る が 、 ア ク リ ル 樹 脂 に 限 ら ず ウ レ タ
ン 樹 脂 や エ ポ キ シ 樹 脂 な ど も 接 着 樹 脂 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 次 に 、 表 示 基 板 層 ８ １ は 金 属 板 か ら な り 、 そ の 下 面 に ２ 本 の 足 ８ １ ａ を ロ ー 付 け に よ っ
て 設 け た も の か ら な っ て い る 。 足 ８ １ ａ は 時 計 の ム ー ブ メ ン ト に 取 付 け 固 定 す る た め に 設
け て い る 。 金 属 板 と し て は ２ ０ ０ μ ｍ 厚 み の リ ン 青 銅 板 を 用 い 、 プ レ ス 加 工 方 法 に よ っ て
所 要 の 形 状 に 成 形 し て い る 。 こ の 表 示 基 板 層 ８ １ は リ ン 青 銅 板 の 表 面 に ニ ッ ケ ル メ ッ キ の
下 地 メ ッ キ を 施 し 、 そ の 上 に ロ ジ ウ ム メ ッ キ の 仕 上 げ メ ッ キ を 施 し た も の か ら な っ て い る
。 ロ ジ ウ ム メ ッ キ は 白 色 系 の 色 調 を 有 し て い る こ と か ら 良 く 光 を 反 射 す る 。 そ し て 、 飾 り
部 材 ８ ４ で あ る 銀 箔 の 光 沢 有 る 色 彩 が よ り 強 く 現 れ る よ う な 作 用 を 果 た す 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 時 字 を な す 指 標 ８ ９ は 電 鋳 方 法 で 形 成 し た 金 属 指 標 を 装 飾 基 体 層 ８ ２ の 上 面 で 所 定 の 位
置 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 付 け て 設 け て い る 。 金 属 指 標 を 用 い る と 金 メ ッ キ や 銀 メ ッ キ を 施 す
こ と に よ り 指 標 に 立 体 感 と 貴 金 属 感 が 現 れ て 高 級 感 が 得 ら れ る よ う に な る 。 し か し な が ら
、 金 属 指 標 に 限 る も の で は な く 、 印 刷 方 法 で 指 標 を 形 成 し て も 良 い 。 　
【 ０ １ ０ ８ 】
　 以 上 の 構 成 を な し た 装 飾 性 表 示 板 ８ ０ は 、 装 飾 基 体 層 ８ ２ に 滑 ら か で 光 沢 の あ る 綺 麗 な
色 艶 を 持 っ た 琥 珀 の 色 彩 が 明 る く 鮮 明 に 現 れ る 。 ま た 、 そ の 琥 珀 の 色 彩 の 中 に 部 分 的 形 成
し た 蒔 絵 模 様 の 色 彩 が 綺 麗 に 見 え る こ と か ら 格 段 と 装 飾 性 が 増 し 、 更 に 、 蒔 絵 模 様 の 色 彩
が 伝 統 工 芸 的 な 深 み の あ る 模 様 で あ る こ と か ら 高 貴 感 や 高 級 感 が 尚 一 層 増 し て 視 認 さ れ て
く る 。 ま た 、 明 る く 鮮 明 な 琥 珀 の 色 彩 の 中 に 飾 り 部 材 層 ８ ３ の 銀 箔 の 色 彩 が 光 沢 を も っ て
明 る く 現 れ て 、 貴 金 属 感 な ど も 混 じ り 合 っ た 装 飾 が 得 ら れ る 。 高 い 装 飾 性 の 下 で 貴 金 属 感
、 高 貴 感 、 高 級 感 が 現 れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 装 飾 性 表 示 板 ８ ０ を 用 い た 携 帯 時 計 に あ っ て は 、 宝 石 調 に 仕 立 て ら れ た 綺
麗 な 琥 珀 の 色 彩 を 持 っ て 、 芸 術 的 で 伝 統 工 芸 的 な 深 み の あ る 蒔 絵 模 様 を 有 し た 時 計 の 表 示
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面 が 現 れ る こ と か ら 、 装 飾 豊 か で 高 貴 感 、 高 級 感 に 満 ち た 時 計 と し て 視 認 さ れ て く る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 尚 、 本 実 施 例 ５ に お い て は 、 表 示 基 板 層 ８ １ は リ ン 青 銅 板 を 用 い て 形 成 し て い る が 、 リ
ン 青 銅 以 外 の 金 属 板 と し て は 黄 銅 、 洋 白 、 銅 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル が 好 適 に 選 択 で き る 。
黄 銅 、 洋 白 、 リ ン 青 銅 、 銅 な ど は 加 工 が し 易 い こ と か ら 所 望 の 表 示 板 形 状 が 容 易 に 得 る こ
と が で き る 。 尚 、 表 示 基 板 層 ８ １ を 金 属 板 で 形 成 し た 場 合 は １ ５ ０ ～ ４ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の
厚 み の も の が 選 択 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 ５ に お い て は 、 装 飾 基 体 層 ８ ２ の 上 面 に 平 蒔 絵 模 様 を 設 け た が 、 高 蒔 絵
模 様 や 研 出 蒔 絵 模 様 な ど の 模 様 も 設 け る こ と が で き る 。 何 れ も 同 様 な 効 果 を 生 み 、 芸 術 的
で 工 芸 的 な 装 飾 模 様 の あ る 表 示 板 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 時 計 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ａ 部 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 装 飾 性 表 示 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 技 術 と し て 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 時 計 用 文 字 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 技 術 と し て 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た 時 計 用 文 字 板 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ３ 】
２ ０ 　 　 携 帯 時 計
２ １ 　 　 ケ ー ス
２ ２ 　 　 カ バ ー ガ ラ ス
２ ４ 　 　 指 針
２ ６ 　 　 裏 蓋
２ ７ 　 　 中 枠
２ ８ 　 　 ム ー ブ メ ン ト
２ ９ 　 　 ソ ー ラ ー セ ル
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